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「ダイヤ改正等」経営協議会開催！ 
～ 平成３０年３月１７日(土) 改正 ～ 

 本部は、１２月１３日に開催された経営協議会において「平成３０年３月ダイヤ改正」に

ついて説明を受けるとともに、１１月１３日付「ダイヤ改正実施に伴う付議（発第４６号）」

に対して会社側から回答が示され、これらについて議論した。 

来春のダイヤ改正は、８６００系特急電車の追加投入、特急「うずしお」「むろと」の設

定時刻見直し、都市圏輸送の強化及び普通列車の見直しにより、効率的な輸送体系を構築す

るという内容であった（別紙－１を参照）。 

＜ダイヤ改正実施に伴う付議に対する会社側の回答＞ 

１ 前回のダイヤ改正後の、線区ごとの鉄道輸送量状況を明らかにするとともに、今後の列車運行体

系についての考え方を明らかにされたい。 

（会社回答） 

鉄道運輸収入の１０月累計は、対前年１０１．３％と前年を上回っています。 

 定期外収入は、本年は台風等の輸送障害や前年の瀬戸内国際芸術祭開催による反動減がありまし

たが、四国ＤＣの開催効果やえひめ国体、インバウンドのご利用増等により対前年１０１．６％と

なっています。また、定期収入は対前年１００．０％となっています。 

今後の列車運行体系については、特急列車は引き続き新幹線と本四直通列車の接続を基本としつ

つ、今回追加投入される８６００系や１２月２日より営業運転を開始した２６００系など新型車両

への効果的な置き換えを図ります。また、普通列車はご利用状況に合わせて設定見直しを行うなど、

更なる効率的な輸送体系を構築していきます。 

２ 複線区間におけるワンマン列車の現時点での安全対策について進捗状況を明らかにされたい。 

（会社回答） 

今年から本運用を開始した信用降車型ワンマン運転については、乗降客数の多い駅において必要

な停車時間を確保できるようなダイヤ調整や、ドア扱いが運転席側になるように可能な限りの配慮

を実施しました。今後も、安全性に関する配慮をしつつ、信用降車型ワンマン列車の拡大を進めて

いきます。 

 ホーム検知装置に関しては、現在までの検証結果を踏まえ、今後の実用化に向けた課題の整理と

方向性の検討を行っていきます。また、戸挟み検知装置については、実車での定置試験を行い、公

益財団法人鉄道総合技術研究所とともに信頼性の検証を引き続き行っていきます。 



３ 乗務員区所や駅等においては、慢性的な要員不足により臨時勤務が常態化している状況である。

適正な要員配置及び効率的な業務運営体制は重要と考えるが、考え方を明らかにされたい。 

（会社回答） 

大量退職時代を迎え、今後、会社全体の社員数が減ることが見込まれる中、駅においては要員需

給を勘案しながら、業務の見直し及び適正な社員配置と業務の継承に努め、円滑な業務運営体制の

構築を図ります。 

① 管理業務における効率化については、現在実施している高松駅の業務委託について実態に応

じて適宜見直しを図るとともに、引き続き多度津駅及び徳島駅での実施の検討を進め、将来的

に管理業務の持続可能な体制を構築する。

② 将来的なダイヤ改正に伴う作業ダイヤの見直しにより勤務種別の見直し等を行い、効率的な

要員運用を検討する。これまでも既に一定の効率化施策は実施しており、今後大きなダイヤ改

正や、無人駅化など会社として更なる効率化の方針が打ち出されない限り、大幅な要員効率化

は計画していないが、今後も収入やサービス低下に繋がらない範囲内で、駅個々の状況を見な

がら営業時間の短縮や社員担務の契約社員化などを進める。また、運転業務については、ＰＲ

Ｃ化などの設備投資の状況と連動しながら、要員効率化を進めていく。

③ 若手社員の教育・育成を踏まえた人員配置を行う。これまで以上に新入社員の駅での定着化

を図るとともに、運転業務については、配属箇所で基礎からじっくりと育てつつ、技術継承の

ための適度な人事ローテーションを行うことで、様々な駅での幅広い業務知識の取得が可能に

なるような人員配置を行っていく。

④ 契約社員担務においては積極的に契約社員の雇い入れを行い人材を確保する。昨今の人手不

足により契約社員の採用は苦戦しているが、有料の求人サイト等を活用し応募人員の拡大に努

める。

また、乗務員区所においては、大量退職に伴い乗務員養成数を増やす等して適切な要員の確保を

行っていきます。 

４ 旅行業における添乗業務の実態、並びに労働時間の考え方を明らかにされたい。 

（会社回答） 

旅行業における添乗業務の労働時間は、就業中に管理者がおらず、労働時間の算定が難しいこと

や、拘束時間の多くを移動時間が占めること等から、就業規則第８２条第３項に基づき、原則とし

て事業場外のみなし労働時間制を適用しています。 

なお、顧客に随行して移動するという添乗旅行において必要となる実費等を勘案し、添乗旅費を

支給しています。 

５ 乗務行路における拘束時間短縮に繋がるより効率的な交番作成について、考え方を明らかにされ

たい。 

（会社回答） 

乗務割交番作成規程に基づき、効率的な乗務割交番を作成しています。今後も、拘束時間、在宅

休養時間及び行先地の時間等に配慮しながら、効率的な乗務員運用に努めていきます。 

６ この間、エキスパート乗務員専用行路の新設やロング行路の見直し、車掌への短日数勤務制度の

導入等の必要性を訴えてきたが、現在の進捗状況を明らかにされたい。 

（会社回答） 

エキスパート乗務員専用行路の新設やロング行路の見直しについては、行路分割による運用効率

の低下や要員増等の関係から、実施困難な状況ではあるものの、平成３０年３月ダイヤ改正におい

てエキスパート社員運転士の専用交番を高松運転所で新設する等、エキスパート社員運転士の働き

やすさについて、引続き検討を行っていきます。 

車掌への短日数勤務制度の導入については、今後も検討をしてまいりますが、列車乗務員では、

勤務体系や運用効率の低下等の関係から、現在のところ、動力車乗務員と同様の運用は困難な状況

です。 



７ 厳しい要員需給の中、一部の駅においては「レンタカー取扱い業務」を行っており負担が大きい。

考え方を明らかにされたい。 

（会社回答） 

現在７駅において駅レンタカーの業務を行っています。近年の訪日外国人及び観光地へのお客様

の増加により手薄となる土休日を中心に駅レンタカーのご利用が増加している駅があります。(株）

駅レンタカー四国と協議しながら自治体等への業務委託を含め駅の業務軽減を検討していくこと

としています。 

８ 「駅管理業務の委託」について検討を進めていると思われるが、進捗状況を明らかにされたい。 

（会社回答） 

管理業務における効率化については、現在実施している高松駅の業務委託について実態に応じて

適宜見直しを図るとともに、引き続き多度津駅及び徳島駅での実施の検討を進め、将来的に管理業

務の持続可能な体制を構築していきます。 

９ 育児休職から復帰する乗務員や駅係等の職域拡大及び働き方、並びに設備改善について考え方を

明らかにされたい。 

（会社回答） 

休職からの復職は、現職復帰を原則としており、育児休職からの復職者についても、原則として、

休職前の箇所・職名での復職となり、その中で職務内容を決定することとなります。具体的には以

下の取り扱いとなります。 

① 駅係員

家庭環境など育児状況を勘案しながら、当面は運転業務も含めた日勤業務に就かせることを

基本としています。 

② 乗務員

希望する育児環境や就労条件について、事前に箇所長との面談を行い、現職復帰も含めた本

人の意向を確認することとしています。 

なお、現職以外での復職となる場合は、配属先の要員状況や、本人の適性、能力などを総合的に

勘案して会社が調整することとなりますので、本人の意向については一定の配慮は行いますが、必

ずしも希望通りになるとは限りません。 

育児休職から復帰する社員に対する設備改善については、現時点で具体的な取組みは行っており

ません。 

駅及び旅行業部門における女性社員の職域拡大に向けて、女性休憩室及び寝室などの整備を順次

進めていきます。 

平成２８年に策定した「女性の活躍を推進するための行動計画」に基づき、今後も女性乗務員数

が更に増加していくことが予想されます。女性乗務員の増加に伴い、手狭となってきた宇和島運転

区の女性用休憩室や、乗務員から治安面で不安の声があった伊予西条の宿泊設備改良、高松地区の

女性乗務員更衣室の整備など職場環境の改善を行いました。 

また、現在は高松・松山地区に限定されている女性乗務員の勤務箇所を拡大し、徳島・高知地区

でも勤務が可能となるように検討を進めていきます。勤務箇所の選択肢を増やすことで、女性乗務

員の定着率向上を図っていきます。 



10 沿線からの倒木や、空転・滑走について、安全・安心運行のための対策を明らかにされたい。 

（会社回答） 

沿線からの倒木に対する対策としては、線路巡回等においてチェックを行ない、社有地はもとよ

り私有地についても持ち主の許可を得ながら事前の伐採に努めていきます。また、管内における倒

木の実績を整理し、優先順位を付けて計画的な雑木伐採に取り組んでいきます。なお、倒木発生後

の倒木による落ち葉の処理についても、保線区等と調整をしながら、できる範囲において除去して

いく方向で検討を進めています。 

空転・滑走対策としては、環境面の要因として落ち葉が考えられるため、沿線での樹木伐採に取

り組んでいます。 

空転対策としては、予讃線・八幡浜～宇和島間でのキハ３２単編成運用の解消、土讃線こう配区

間の１０００型化等、車両運用面での対策を進めるとともに、牟岐線において砂撒きをする列車及

び区間を指定し、予め前夜に散砂を施し翌日の早朝列車等で空転を生じさせないような対策を実施

しております。 

滑走対策としては「落ち葉等に伴う滑走防止対策の実施について」（平成２９年１０月２７日付

安全推進室事務連絡）により、期間を前倒しして実施するとともに、今年１０月に発生した豊永駅

構内での滑走による信号冒進の対策として、滑走により運転事故、輸送障害の発生する危険性のあ

る対象箇所及び列車等を指定し、減速目標箇所を定めて減速運転を行うことにより、万一、滑走が

発生した場合においても、場内信号機の停止現示までに停止できるよう取り組んでいます。 

また、その他の箇所等においても、線路状態を考慮した早めのブレーキ扱いに努めるとともに、

空転・滑走を認めた場合は次の停車場において指令に連絡し、他列車への情報提供を図り空転・滑

走防止を図っています。 

11 異常時における列車遅延状況など、列車をご利用いただくお客様への情報提供は必要不可欠であ

る。そのための社員への連絡体制の確立について、会社の考え方を明らかにされたい。 

（会社回答） 

輸送障害発生時は、全体の状況が把握しにくいことから、お客様サービス推進室がグループネッ

トを活用して、運転状況、運休列車、事故現場の状況に応じて現場の写真やお客様の救済方法等を

掲載するなど、状況の変化に応じて迅速に更新し、本社、現業機関及びグループ会社にも幅広く最

新情報を提供するように努めています。 

駅については、各駅長及び管理総括助役用の業務用携帯電話を平成２６年１２月に、当務用（契

約社員化駅除く）の業務用携帯電話を平成２７年６月に導入し、異常時の情報は輸送指令からの事

故メールの受信に加え、業務課から追加情報等を受信できるようにしています。また平成２７年６

月には社員配置駅及び契約社員化駅の２４駅にも業務用携帯電話を導入（メール機能のみ使用）し、

事故メール及び業務課からの追加情報を受信できるようにしており、その情報を基に旅客案内に努

めています。 

輸送指令は、異常時の状況把握に努めるとともに、早期復旧計画の策定及び指示を行うことと、

一斉無線による関係列車への情報提供に努めています。また、事故メールを活用し、復旧見込み時

刻等、より詳細な情報をタイムリーに発信できるよう取り組んでいます。 

一方、乗務員においては、自らが列車無線及び業務用携帯電話を活用して情報を収集し、こまめ

な旅客案内が行えるよう努めています。 



組合：列車の接続改善はお客様の利便性向上につながる取り組みである。今後もお客様の声を直

接聞く現場の組合員の意見を反映するよう要請する。 

会社：貴側の意見も踏まえ、引き続きお客様の利便性向上に取り組んでいきたい。 

組合：信用降車型ワンマン運転について、責任組合として効率化施策には協力するが、安全面に

配慮すべきと考える。 

会社：限られた車両を運用しているため、朝夕の通勤時間帯の運転となる場合もあるが、安全面

に配慮し、停車時分等を工夫していきたい。 

組合：倒木や空転・滑走については、安全・安心輸送を確保するためにも、実効的な対策を要請

する。 

会社：優先順位をつけて雑木の伐採に取り組むほか、滑走・空転対策として減速運転やレール研

磨機による対策を実施・検討している。 

また、会社側から「高松単身者用社宅竣工に伴う移転スケジュール等」及び「松山市若草

町社宅の廃止に伴う入居者への特例措置」について提案があり、これらについても協議した

（別紙－２及び別紙－３を参照）。 

＜主なやりとり＞ 

組合：組合員や家族の生活への影響が大きいことから、入居者に対して早急かつ丁寧な説明を要

請する。 

会社：早急かつ丁寧な説明に努めたい。 

組合：今回、松山市若草町社宅について特例措置を設けた理由を確認したい。 

会社：今回は早期の土地の有効活用を検討しており、移転までの期間が短いほか、松山地区に代

替となる社宅がないため、特例措置を設けることとした。 

以 上 

＜主なやりとり＞ 
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